
古川タクの作品・活動アーカイブ

概要／課題
1964年から個⼈作家として短編アニメーションを制作してきた古川タクの作品・関連資料のアー
カイブを実施した。作家が個⼈保管していたフィルム・資料を、継続的に調査、管理、デジタル
化、公開していくための体制を整え、フィルム検査・デジタル化、資料整理、リスト作成、作家
ヒアリング、ウェブサイトの⽴ち上げ、簡易アーカイブマニュアルの頒布を⾏った。

体制／⼿法

有限会社タクンボックス

成果
［公開］
ウェブサイト「TAKU FURUKAWA ARCHIVE」にて、
下記を公開。 （2023年2⽉9⽇）
https://archiveanimation.wordpress.com/

・作品リスト「短編アニメーション（フィルム）」
・オーラルヒストリー「久⾥実験漫画⼯房時代、1964
年から70年代にかけて」※英訳あり
・個⼈アニメーション作家のためのアーカイブマニュ
アル（テスト版）

［成果物］
・フィルム検査13本（短編アニメーション12本、実写
映像1本）
・フィルムデジタル化38作品（短編アニメーション12
作品、短編アニメーションCM26作品）
・資料リスト「短編アニメーション中間素材」

［⽂化的・社会的・経済的な意義］
・フィルム作品のデジタル化、リスト化、ヒアリング
公開（英訳あり）による、アニメーションの研究促進
・アニメーションアーカイブの簡易マニュアル頒布に
よる、個⼈アニメーション作家の資料保護、保管推進

［残課題］
整理した物理資料の恒常的な保管場所の探索。

令和4年度⽂化芸術振興費補助⾦メディア芸術アーカイブ推進⽀援事業

有限会社タクンボックス
（資料整理、アーカイブ⽅針）

久保仁志（慶應義塾⼤学アート・センター）
⾜⽴アン（コラボラティブ・カタロギング

・ジャパン）
⼤澤浄（国⽴映画アーカイブ）助⾔

サイト⾒本


